




工夫がなされていますか？
栗間様　旧九段会館が建てられた当時、
設計者が空間とともに照明もデザインされ
ていたようで、とても一体感があるという印
象を受けました。ですので、私たちも照明を
デザインすることで全体的な空間コーディ
ネートをすることは意識しました。照明も建
材と同じ考え方で、やはり素材感が大切で
す。いかにこの空間と調和して、違和感が
ない照明を選ぶかが大切で、アイリスオー
ヤマさんの照明器具もエレベーターホール
などに使わせていただきました。担当者の
方には何度も現場に足を運んでいただき、
しかも、製品を取り入れるメリットに加えて、
想定し得るリスクもしっかりとご説明いた
だいたのは、状況の理解と善後策の検討
につながり、助かりましたね。

利用者や地域の方々が“健康”で
いられる空間を提供したい

―今後、九段会館テラスがどのような場所
になってほしいとお考えでしょうか？
伊藤様　2019年7月に着工したのです
が、ちょうどその直後にコロナ禍になり、オ
フィス不要論も唱えられました。私たちは、
いかにしてオフィスに来たいと思えるような

げている新築棟は、どのような特徴がある
建物になっていますか？
伊藤様　新築棟は「次世代のオフィスビ
ル」をさまざまなところで実現できたと
思います。例えば、オフィスエントランスの
ラウンジの窓ガラスには、センサーとAIで
太陽の位置や天候に合わせて透過率を
自動調整するスマートガラス「V i e w  
Smart Glass」を設置するなど、最新鋭
の技術は随所に採用しています。

　一方で、九段会館テラスの大きな特徴
は、お濠に面した立地ならではの圧倒的な
自然が身近にあること。お濠周辺の木々な
ど、もともと豊かな自然が存在します。それ
らを利用者にどう体験してもらえるかを考え
た時、地下1階の食堂だったり、テラスだっ
たり、屋上庭園だったりを設けることにしま
した。食事をする場所としてはもちろん、好
きな場所を選んで働くことができ、かつ豊か
な自然を感じられる環境が身近にあるの
は、九段会館テラスの強みの一つですね。

照明器具のデザインにこだわること
で全体的な空間をコーディネート

―館内の照明に関しては、どのような配慮・
　

創建当時の姿を目指し、現場の意見
も取り入れながら丁寧に保存・復原

―旧九段会館の保存・復原プロジェクトの
概要について教えてください。
伊藤様　創建から90年が経過した旧九段
会館は、2017年に3社のコンソーシアムで
の保存・復原プロジェクトが発足。どこを残
して復原するかは、国の検討委員会が定め
た計画に沿って進めましたが、私たちも旧
九段会館が歩んできた歴史を掘り下げ、さ
まざまな資料を紐解きました。旧九段会館
がどのような歴史的価値がある建物で、ど
こを保存させてどこを新たに作り直すべき
なのか、という点は特に重視しました。
― 解体の過程で創建当時の建築意匠が
見つかり、計画を変更したと聞きました。
伊藤様　創建時から建物の所有や用途が
変遷しているため、解体を進めていくと塗
装の下から全く別の色や模様、素材が現
れ、その度に残すべきかどうか考えながら

プロジェクトを進めました。創建当時の姿を
復原するというのがプロジェクトのコンセプ
トだったので、昔の白黒写真や絵はがきを
調べたり、国会図書館や当時の関係者が
所有する資料を集めたりして、復原計画の
参考にしました。ただ当時の写真は白黒や
セピア色なので、いま残っているタイルなど
の素材がどのように写っているかを基準と
して、他の素材はどのような色だったのか
を想像・推測しながら丁寧に進めました。
栗間様　丁寧に解体していったからこそ見
つかったものも多くあり、工事の過程で発
見された創建当時の材料や歴史的価値の
ある素材は、そのまま保存もしくは一部を残
すなどし、建造物の魅力を後世に引き継ぐ
ことを目指しました。

最先端技術と豊かな自然を生か
し開かれた場所に

―次世代オフィスをコンセプトの一つに掲

90年の歴史を継承・更新し、地域に愛されるオフィスビルに
九段会館テラス 様 （東京都）

INTERVIEW

［ お話を伺った方 ］
(左) 東急不動産株式会社 都市事業ユニット
　　 開発企画本部　伊藤 悠太 様
(右) 鹿島建設株式会社 建築設計本部
        栗間 敬之 様

［施設概要］
設計 建築：鹿島・梓設計工事監理業務共同 
　　 企業体
施工：鹿島建設 様
敷地面積：8,675.85㎡
建築面積：5,123.02㎡
延床面積：68,036.35㎡
階数：地下3階 地上17階 棟屋3階

空間を創出できるかが大切だと考えまし
た。それが地下1階の九段食堂やクリニック
モールです。九段食堂は、食材からこだわる
など料理のクオリティが評価されていること
もあり、オフィスに入居するテナント従業員
だけでなく、地域の方々にもリピートいただ
いていると聞いています。
　私たちが九段会館テラスで目指すのは
“健康経営”です。メディカルモールでは
“未病”の解消を提供できるような仕組み
も考えています。食堂とコラボレーションし
たマルシェなど、エントランス前の広場を
活用した企画も考えられます。この場所、
この付帯設備があるからこそのメリットは
生かしていきたいですね。

詳しい記事はこちらで読めます

2022年10月1日に開業した「九段会館
テラス」。東急不動産と鹿島建設による登
録有形文化財・旧九段会館の保存・復原
プロジェクトにより生まれた複合施設で、旧
九段会館の創建当時の意匠を復原・改築
した保存部分と、地上17階建てのオフィス
となる新築部分で構成されています。復原
にいたるまでの経緯と建物の概要、今後
の展望などをうかがいました。

アイリスオーヤマは、主にエレベーターホールやトイレ、通路の照明器具を担当。建築意匠に合わせた器具製作・納品を行った。
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